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2024年12月29日
ねん がつ にち

聖家族の主日
せい か ぞく しゅじつ

菊地 功 枢機卿 メッセージ
きく ち いさお すう き きょう

皆様、主の降誕おめでとうございます。
みなさま しゅ こうたん

クリスマスにつきものの馬小屋の飾りでは、誕生した幼子が飼い葉桶に寝かされ父ヨ
うま ご や かざ たんじょう おさな ご か ば おけ ね ちち

セフと⺟マリアの愛のまなざしによって育まれ守られているさまが描かれています。受
はは あい はぐく まも えが じゅ

肉した神のみ言葉は、家族のうちに誕生し、家族によって守られ、育まれました。降
にく かみ こと ば か ぞく たんじょう か ぞく まも はぐく こう

誕祭直後の主日は、このいのちを育んだ家族を黙想し、家族への祝福を祈る日であり
たんさいちょく ご しゅじつ はぐく か ぞく もくそう か ぞく しゅくふく いの ひ

ます。

聖家族は、驚くべき神の言葉に従 順に従い、その御旨の実現のために人生を捧げら
せい か ぞく おどろ かみ こと ば じゅうじゅん したが むね じつげん じんせい ささ

れたヨセフとマリアという偉大な二人と、その結果として誕生した神のみことばの受肉
い だい ふた り けっ か たんじょう かみ じゅにく

によって成り立っています。すなわち、神による祝福は、神のみ旨への従 順によって
な た かみ しゅくふく かみ むね じゅうじゅん

のみもたらされることが示されています。
しめ

ルカ福音は、イエスが十二歳になったときの聖家族の旅路を記しています。過越祭のた
ふくいん じゅう に さい せい か ぞく たび じ しる すぎこしさい

めにエルサレムに上ったとき、その帰路、少年イエスがエルサレムに残り、家族と離れ
のぼ き ろ しょうねん のこ か ぞく はな

てしまったときの逸話です。
いつ わ

三日目に見出されたイエスは、自らが神の子であることを明示され、真の家族は神のも
みっ か め みい だ みずか かみ こ めいしめ しん か ぞく かみ

とにあることを示されますが、同時にイエスは、神の掟を守る二人から離れることなく、
しめ どう じ かみ おきて まも ふた り はな

そのもとにとどまるために、両親と一緒に旅を続けます。神のよって祝福された人生
りょうしん いっしょ たび つづ かみ しゅくふく じんせい

は、神と共に歩む旅路であります。聖家族の旅路は、神のことばと共に亜歩む巡礼の旅路
かみ とも あゆ たび じ せい か ぞく たび じ かみ とも あ あゆ じゅんれい たび じ

でありました。

教皇さまは12月24日に聖年の扉を開かれ、聖年を開始されました。世界中の各教区
きょうこう がつ ひ せいねん とびら ひら せいねん かい し せ かいじゅう かくきょう く

の司教座聖堂では、聖家族の主日にミサを捧げ、聖年の開始を告げるようにと求められ
し きょう ざ せいどう せい か ぞく しゅじつ ささ せいねん かい し つ もと

ています。25年に一度の聖なる年が始まります。
ねん いち ど せい とし はじ
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この聖年のテーマは、「希望の巡礼者」とされていますが、そこには、希望というテー
せいねん き ぼう じゅんれいしゃ き ぼう

マと旅を歩むというテーマの二つ、現代社会に生きる教会にとって重要な二つのポイ
たび あゆ ふた げんだいしゃかい い きょうかい じゅうよう ふた

ントが示されています。
しめ

教皇さまは聖年の開始を告げる大勅書「希望は欺かない」の冒頭に、「すべての人は希望
きょうこう せいねん かい し つ だいちょくしょ き ぼう あざむ ぼうとう ひと き ぼう

を抱きます。明日は何が起こるか分からないとはいえ、希望は良いものへの願望と期待
だ あ す なに お わ き ぼう よ がんぼう き たい

として、ひとり一人の心の中に宿っています（1）」と記し、この世界を旅し続けるわた
ひと り こころ なか やど しる せ かい たび つづ

したちの心には、常に希望が宿っていることを指摘されます。同時に教皇さまは、「希望
こころ つね き ぼう やど し てき どう じ きょうこう き ぼう

の最初のしるしは、世界の平和と言いうるものです。世界はいままた、戦争という惨劇
さいしょ せ かい へい わ い せ かい せんそう さんげき

に沈んでいます。過去の惨事を忘れがちな人類は、おびただしい人々が暴力の蛮行によ
しず か こ さん じ わす じんるい ひとびと ぼうりょく ばんこう

って虐げられるさまを目の当たりにする、新たな、そして困難な試練にさらされていま
しいた ま あ あら こんなん し れん

す（8）」と指摘され、この数年間の世界の現実が、いかにその希望を奪い去り、絶望を生
し てき すうねんかん せ かい げんじつ き ぼう うば さ ぜつぼう う

み出すものであるのかを強 調されています。いま世界は希望を必要としています。教会
だ きょうちょう せ かい き ぼう ひつよう きょうかい

は絶望ではなくて、希望を生み出す 源 となることが求められています。
ぜつぼう き ぼう う だ みなもと もと

教皇さまは、「聖年が、すべての人にとって、希望を取り戻す機会となりますように。神
きょうこう せいねん ひと き ぼう と もど き かい かみ

のことばが、その根拠を見つけるのを助けてくれます（1）」と、人となれらわたしたち
こんきょ み たす ひと

のうちに住まわれた神のみことばに耳を傾け、希望を見いだすよすがとするように勧め
す かみ みみ かたむ き ぼう み すす

ておられます。教会は希望を生み出しているでしょうか。暴力や排除や差別によって、
きょうかい き ぼう う だ ぼうりょく はいじょ さ べつ

教会が絶望を生み出すものとなっていないでしょうか。希望を生み出す旅路を、この一
きょうかい ぜつぼう う だ き ぼう う だ たび じ いち

年続けて参りましょう。
ねんつづ まい


